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様式：１-01（2013/08/08) 作成責任者：

作成日：

改訂日：

１．組織概要

（１） 名称及び代表者名

有限会社　司工業

代表取締役　藤田　竜司

（２） 所在地

本社 徳島県阿南市新野町秋山224番地9
東谷事務所 徳島県阿南市新野町東谷55
資機材置場 徳島県阿南市新野町馬場46

駐車場 徳島県阿南市新野町馬場14-1

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先

環境管理責任者 藤田　めぐみ TEL: 0884-36-3640

担当者 藤田　めぐみ TEL: 0884-36-3640

（４） 事業内容

土木工事業

一般建設業の許可

許可番号　徳島県知事許可（般-31）第7599号

建設業の種類　土木工事業　とび・土工工事業　石工事業　鋼構造物工事業

　舗装工事業　しゅんせつ工事業　　水道施設工事業　解体工事業

（５） 事業規模

完成工事高 3.84億円

従業員 23名

（６） 事業年度 令和3年1月～令和3年12月

２．認証・登録の対象組織及び活動

認証・登録事業者名： 有限会社　司工業

対象事業所： 司工業本社、東谷事務所、資機材置場

事業活動範囲： 建設業

土木工事業　とび・土工工事業　石工事業　鋼構造物工事業

舗装工事業　しゅんせつ工事業　　水道施設工事業　解体工事業

３．環境に関する苦情等の受付窓口

担当者 藤田　めぐみ TEL: 0884-36-3640

藤田　めぐみ

取組の対象組織・活動
2022.7.27
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基本理念

有限会社司工業は、土木工事を通じての社会貢献を第一に考え、自然を大切にし

地域住民の方々と共によりよい地球環境の創造を目指すことを目標に掲げ、社員　

一丸となって自主的・積極的に環境経営の改善に努めます。

行動指針

１．私たちは、次のことについて重点的に取り組みます。

1) 二酸化炭素排出量の削減

2) 廃棄物の削減

3) 節水活動の推進

4) グリーン購入の推進

5) 事務所周辺の清掃等社会貢献

6) 環境に配慮した施工の推進

　これらについて環境目標、環境活動計画を定め、定期的に見直しを行い、継続的改善に

努めます。

２．私たちは、環境に関連して適用される法令、及び、その他の同意する要求事項を守ります。

この環境方針を全ての従業員に周知します。

制定日：

改定日：

代表取締役　藤田　竜司

環 境 方 針

2022年  10月    1日

有限会社　司工業
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【 環境目標（事務所、現場） 】 
（１） 2021年度実績を基準として３年間に二酸化炭素排出量、電力使用量、燃料使用量、廃棄物排出量及

び水使用量は３％削減する。

（２） グリーン購入は事務用品を対象とする。

（３） 再生資源の利用推進は再生砕石の使用割合とする。

項 目 

2021 年度 

03 年 1 月 1 日～

03 年 12 月 31 日 

実績（基準値） 

2022 年度 

 目 標 
基準比 1％削減 

2023 年度 

 目 標 
基準比 2％削減 

2024 年度 

 目 標 
基準比 3％削減 

二酸化炭素排出量(kg-CO2／年) 185,380.95 183,527.14 181,673.33 179,819.52 

  電力使用量  （ｋＷｈ／年） 1,438 1423.62 1409.24 1394.86 

燃料使用量 ※灯油 （L／年） 40 39.6 39.2 38.8 

ガソリン（L／年） 15,172.76 15,021.03 14,869.30 14717.57 

軽油 （L／年） 57,040.67 56,470.26 55,899.85 55,329.44 

重油 （L／年） 784.03 776.19 768.34 760.50 

廃棄物 一般廃棄物（ｔ／年） 0.315 0.311 0.308 0.305 

産業廃棄物（ｔ／年） 0.345 0.342 0.339 0.335 

水使用量 （m3／年） 0 0 0 0 

グリーン購入（ファイル） 

グリーン商品（品目/年） 
0 1 2 3 

再生資源の積極的利用の推進 (%) 砕石 80 81 82 83 

土木工事に於ける施環境に配慮した施工の

割合(%) 
80 81 82  83 

社会貢献活動（清掃活動)(7 人/回) 年 2 回 年 3 回以上 年 3 回以上 年 3 回以上 

備考 二酸化炭素排出係数 0.550（2019 年度四国電力） 

【 環境目標とその実績 】 (期間 ２０２２年１０月１日～２０２２年１２月３１日) 

項 目 
目標値

(2022.10. 1～

2022.12.31） 

取組み期間実績
(2022.10. 1～ 

2022.12.31）

達成率（％） 評 価 

二酸化炭素排出量 (kg-CO2／年) 46,345.23 37,377.46 123％ ◎ 

  電力使用量  （ｋＷｈ／年） 359.5 390.0  92％ 〇 

燃料使用量 ※灯油 （L／年） 10 0 100％ 〇 

ガソリン（L／年） 3795.69 3819.91  99％ 〇 

軽油 （L／年） 14,260.17 10,780.22 132％ ◎ 

重油 （L／年） 196.00 180 108％ 〇 

廃棄物 
一般廃棄物（ｔ／年） 0.78 0.56 139％ ◎ 

産業廃棄物（ｔ／年） 86.485 23.83 363％ -◎

水使用量（排水量） （m3／年） 0 0    ％ - 

グリーン購入（ファイル） 

グリーン商品（品目/年） 
1 1   100％ 〇 

再生資源の積極的利用の推進 (%) 砕石 80 80 100％ 〇 

土木工事に於ける施環境に配慮した施工

の割合(%) 
80 73   91％ 〇 

社会貢献活動（清掃活動）（回数/年） 年１回以上 1 回      100％ 〇 

注：環境目標は事務所と現場を同時に記載する。 
評価：◎110%以上、○90％以上110％未満、△50％以上90％未満、×50％未満 3



　様式：

作成日 ： 4 年 10 月 1 日

改定日 ： 4 年 10 月 1 日

1月 2月 3月 報告印
確認印

4月 5月 6月 報告印
確認印 7月 8月 9月 報告印

確認印 10月 11月 12月 報告印
確認印

１．使用頻度の低い箇所の照明OFF （月別） 119.8 119.8 119.8 1 × × ×
２．パソコン、コピー機の不使用時電源 （累計） 119.8 239.6 359.4 2 × × ×

　OFF （月別） 134.0 122.0 134.0
３．エアコン温度設定・夏場２６℃ （累計） 134.0 256.0 390.0 3 - - -
　　　　　　　　　　　　　　冬場２０℃ 4 × × ×

　４年度目標値 ４．クールビズ、ウォームビズ励行 5 〇 〇 〇
　(Kwh) ５．照明器具・クーラー・窓の掃除 6 × × 〇

１．ＥＣＯドライブの励行 （月別） 6,022.0 6,022.0 6,022.0 1 △ △ △
２．適正な車両整備 （累計） 6,022.0 12,044.0 18,066.0 2 〇 〇 〇

（月別） 2,811.5 4,059.8 8,109.8
（累計） 2,811.5 6,871.3 14,981.1

　４年度目標値
　(㍑)

１．裏紙の利用 （月別） 39.4 39.4 39.4 1 △ △ △
２．印刷前確認(プレビュー) （累計） 39.4 78.8 118.2 〇 〇 〇
３．無駄なプリントアウトを抑える （月別） 5.2 6.8 9.8 2 △ △ △

（累計） 5.2 12.0 21.8 3

　４年度目標値
　(kg)

１．マニュフェストによる廃棄物の適正な （月別） 28.80 28.80 28.80 1 〇 〇 〇
　処理管理 （累計） 28.80 57.60 86.40

２．マニュフェスト交付状況報告 （月別） 22.71 0.00 1.12 × × ×
３．廃棄物の保管場所と掲示板 （累計） 22.71 22.71 23.83 × × ×

　４年度目標値
　(ｔ)

１．日常的節水の励行 （月別） 1 〇 〇 〇
（累計） 0.0 0.0 0.0
（月別）

　４年度目標値 （累計） 0.0 0.0 0.0
　(m3)

１．エコマーク商品を積極的に購入する （月別） 0.0 0.0 1.0 1 × × ×
（累計） 0.0 0.0 1.0
（月別） 0.0 0.0 0.0

　４年度目標値 （累計）
１回

　△
1．徳島県アドプトの清掃 （月別） 0 0 1 × × ×

（累計） 0 0 1
（月別） 0 0 1

　４年度目標値 （累計） 0 0 1
３回

環境活動計画及び実施状況 本社 EA-08

〇

〇

〇 〇

× ×

×

×

×

電力の使用量
削減

令和

令和

× × 〇

月別

累計

〇

〇 〇

×

〇

△

〇

△△ △

〇 〇 〇

〇

〇 〇 △

〇

× ×

〇 ×

×

地域貢献
活動への

参加
実績

評価

目標
清掃活動

評価

令和　４年度取組手段 2月 3月

印

環　境
方　針

目標

実績

評価

自動車燃料の削減

一般廃棄物（事務
用紙）の削減

産業廃棄物の削減

基準年度３年度４
分１の１％削減

令和　４年度
目　　標

　最後に各取組手段ＮＯの中で最も悪い評価を採用し集計して全社分とする。４．部門長とは組織表の部門長とする。
なお、項目中季節柄、設備上無関係なものはー（横バー）とする。また、自社にあった取組が有れば追加は可とする。器具の取付け等達成できたものは年度が変わるまで継続する。 ３．事業所が複数個ある場合は事業所ごとに本票を作成する。

評価

印

印 印 印

実績

目標

　１．目標値を３ヶ月未達成の場合を問題の究明、再発防止の是正処置を行う。

月別

累計

グリー
ン購入
の推進

月別

累計

目標

実績

累計
評価

〇 〇

印 印
△ △

印 印

印

印

印

印 印

印

印

印

承認 作成

印 印 印 印

事務局環境管理責任者

7月

印

8月 9月 10月 11月

×

印

印 印 印

12月

取
組
手
段
Ｎ
Ｏ

取組手段の実施成果評価（○、△、×）報告及び確認は管理責任者がそれぞれ確認サイ
ンを受ける）

印

×

基準年度３年度４
分１の１％削減

評価

×

累計

目標

実績

月別

累計

評価

5月 6月

基準年度３年度４
分１の１％削減

基準年度３年度４
分１の１％削減

4月
令和 ４年度
計画・実施

状況
1月

目標

実績

月別

月別

累計

月別

印

ＣＯ２
排出量
の削減

水使用
量の削
減

廃棄物
排出量
の削減

目標

実績
基準年度３年度４
分１の１％削減
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様式：6-01（2013/08/08)

実施体制図及び役割・責任・権限表

（本社）

・自部門の特定された緊急事態への対応のための手順書作成

全従業員 ・環境方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚
・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

試行、訓練を実施、記録の作成
・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

現場責任者 ・担当工事に於ける環境経営システムの実施
・環境配慮施工の実施

・自部門の従業員に対する教育訓練の実施
・自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告
・特定された項目の手順書作成及び運用管理

部門長 ・自部門における環境経営システムの実施
・自部門における環境方針の周知

・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施
・環境関連の外部コミュニケーションの窓口
・環境活動レポートの作成、公開（事務所に備付けと地域事務局への送付）

・環境目標、環境活動計画原案の作成
・環境活動の実績集計
・環境関連法規等取りまとめ表の作成

環境事務局 ・環境管理責任者の補佐、EA21の事務局
・環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施

・環境目標、環境活動計画を確認
・環境活動の取組結果を代表者へ報告
・環境活動レポートの確認

環境管理責任者 ・環境経営システムの構築、実施、管理
・環境関連法規等の取りまとめ表を承認

・環境目標、環境活動計画を承認
・代表者による全体の評価と見直しを実施
・環境活動レポートの承認

代表者（社長） ・環境経営に関する統括責任

・環境管理責任者を任命
・環境方針の策定・見直し及び全従業員へ周知

・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間、技能、技術者を準

総務部長 工事部長
藤田　めぐみ 藤田　耕司

従業員

下請等の協
力会社

役割・責任・権限

現場責任者

藤田　凌

藤田　めぐみ

作成責任者： 藤田　めぐみ

作成日：

改訂日：

代表取締役

藤田　竜司

環境管理
責任者

藤田　めぐみ
環境事務局

建設現場
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トップへ トップへ トップへ
様式：5-01 （５．環境関連法規などの取りまとめ） 様式：13-02　（１３．取組状況の確認・評価、並びに問題の是正及び予防）

承　認 作　成

取りまとめ表更新日： 2022年10月1日 遵守評価日： 環境管理責任者 環境事務局

環境管理責任者 環境事務局

条項

（法律、規
則、施行令）

許可
届出
報告

資格 届出先 証拠 判定

・委託基準：一廃収集業者の許可の確認 法2条3項、令4
条4項

一般廃棄物(紙くず、繊維
くず、木くず、生ごみなど)

・1回/年 総務 許可証
〇

・委託基準：産廃収集運搬・処理業者の許
可の確認、契約

法12条の4 総務 契約書・許可証
〇

・保管基準 法12条2項

掲示板：60cm×60cm以上表示 則8条

　飛散・浸透防止
　　衛生管理
・マニフェスト交付

B2・Ｄ票90日、Ｅ票180日以内に送付さ
れない場合は30日以内の知事への報告
　A、B2、D、E票の保管（5年間）

法12条の3、法
12条の5、則8
条の20、則8条
の26～29、

・マニフェスト
新規交付時
又は月末 ○

知事 総務 ﾏﾆﾌｪｽﾄ

〇

・特別管理産業廃棄物管理責任者の設置 法12条の2
・特別管理廃棄物の帳簿の作成 則8条の18
・多量排出事業者の報告（1000トン／年以
上）

法12条、法12
条の2

・産業廃棄物管理票交付等状況報告書の
提出

法12条の3第6
項、則8条の27

・6月末まで
○

知事 報告書
〇

・処理業者から処理困難の通知を受けた
場合、30日以内に知事に「措置内容等報
告書」による報告

法12条の3第8
項 ○

知事 通知書
〇

・処理の状況について確認の努力義務 法12条第7項

・自社による運搬時の表示、書類携行 則7条の2の２

分別解体等及び再資源化等の実施義務 法9、16条

（元請業者）発注者への再資源化等完了報告
と記録の保存

法18条
○

発注者 報告書 〇

・保守点検、清掃、記録の保管（3年間） 法10条 ○ 届出書 〇
・定期水質検査 法11条 水質検査記録 〇

グリーン購
入法

できる限り環境物品等を選択するよう努め
る

法5条 購入品・調達品
購入先・外注先

保管： 環境事務局 遵守評価の欄：確認した記録など記入　判定欄：○×（×の場合は問題点是正／予防処置票により解決を図る）
伝達： 関連部署

環境関連法規等取りまとめ表（遵守評価記録）
取りまとめ表の更新：毎年定期的な遵守評価を実施する際に制定、改正の確認を行い変更があれば更新する

2023年1月16日

遵守評価の時期：代表者による見直しの前

届出・報告・資格 順守評価

浄化槽法

法規制等の
名称

廃棄物処理
法

建設リサイ
クル法

該当する要求事項
（対応すべき事項）

関連条例等による規制 該当する設備・項目

産業廃棄物（金属類・
廃プラ類・廃ガラス・廃
油・木製パレット）

廃灯油、医療ごみ

一定規模以上工事
・解体：80㎡
・新築・増築：500㎡
・修繕・模様替：１億円
・工作物解体・新築：500
万円

点検・測定
頻度、実施

時期

・契約書/許
可証につき1
回/年

浄化槽

担当
部署

　過去３年間違反ありません

遵守評価記録

取りまとめ表
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様式：13-01（2013/08/08) 作成責任者(代表者)：

作成者(環境管責)：

□定期見直し
（年度修了後）

作成日：

□臨時見直し 実施日：

電気の使用量削減 × 〇 削減努力を続けていく

自動車燃料の削減 △ 〇 削減努力を続けていく

一般廃棄物の削減 〇 〇 今後も継続していく

産業廃棄物の削減 △ 〇 削減努力を続けていく

水使用量の削減 〇 〇 今後も継続していく

グリーン購入の推進 × 〇 積極的に活用する

地域貢献活動への参加 〇 〇 今後も継続していく

＜改善への提案＞

もらいたい。

②環境関連法規制等の動向（法改正等）他

特になし

[周囲の変化の状況]

＜改善への提案＞

[総括]

[目標・環境活動計画の達成状況]

（詳細は環境活動計画書による）

目標項目
目標値
達成状況

活動計画
実施状況

環境目標と活動計画
に対するコメント

実施時期の変更、参加人数の変更

一般教育については実施済

[目標・環境活動計画]

環境管理責任者の報告及び改善への提案 変更の必要性の有無・指示事項

[取り組み状況の評価結果] [環境方針]

①環境関連法規制等の遵守状況（遵守評価記録による） 変更の必要性：　　　□有 ■無

緊急時対応訓練の実施が未達成 環境方針については特に見直しの必要はない。

社内周知を徹底する必要がある。

②問題点の是正処置及び予防処置の状況

代表者による全体の評価と見直し記録

見直しに必要な情報 代表者による見直し

藤田　竜司

藤田　めぐみ

2023.1.21

2023.1.21

特になし

特になし

[その他]

変更の必要性：　　　□有 ■無

教育訓練については実施時期を変更する必要がある。

（環境活動レポートの代表者による全体の評価と見直しの欄に記載）①苦情等受付簿より
従業員に取り組みをよく理解してもらい、特に現場での

環境に配慮した施工が徹底てきるよう、工事を進めて

実施時期について検討が必要

③教育訓練の実施状況

＜改善への提案＞

④前回までの代表者の指示事項への対応 変更の必要性：　　　■有 □無

特になし 環境目標についても見直しの必要はない。
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